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　「ども」「ああ。暑いねー」「熊本はまた
地震で、なんか台風ドコドコ出てきてて、
今年も大変ですね」「また熊本なんてねぇ
... そういえばすごかったね、あの手術室の
映像」「あ、それ見ました。震度 6 強、八
代の熊本総合病院のやつですよね？」「そ
う、それそれ。医療機器みんなキャスター
ついてるから、ぐわんぐわん暴れまわって
て、患者さん助けようと走り寄ったお医者
さんや看護師さんが機器に跳ね飛ばされて
て」「先生が手術中の患者さんに置いかぶさ
って守ってるところに医療機器やらがごん
ごんぶつかってる姿、すごかったです」「腹
部の手術だったみたいですが、無事終わっ
たらしいよ」「あの状況で ...」「ああ、ホン
トだねぇ ... すごいよね ... プロだねぇ ...」「ま
あでも震度 7 がこんな頻繁に来られちゃ
たまんないですよ ... 現地の方々大変だと思
います」「本当にね ... 復興だっていっても、
なんかせっかく復興しかけた所なのに ... く
やしいねぇ」「ギリギリまで借金して、やっ
と家直したところに地震で潰れたりしたら、

自分だったらもう何の気力もわかないっす」
「本当にねぇ。元気玉送るぐらいしかできな
いが ...」「あれっ？珍しいね！！今年はお盆
休まないんだっけ？」「あ、どもども。いや
休みますよ、思いっきり」「そうなの！？え
ーと ... あれ、実家どこだっけ？」「岩手っす」

「そうか！そしたら、あれ、出るの？」「... 何
がです？」「ほら、あれ ... クマ !!」「ああ
... バス停でバス待ってたり、家に入り込ん
で仏壇の果物食べてたりって話聞きますよ」

「そうか！出るのか、クマ !!」「出ます。畑
のトウモロコシも襲うんですけど一番美味
い所一口二口かじって捨ててくみたいです」

「そうか !! 美食家だな、クマ !!」「おかげで
家庭菜園どこもやめちゃってますよ」「大変
だな !! いやー道中お気を付けて！よい夏休
みを！それじゃまた !!」「はーい、よろしく
おなしゃーす」「うんっ !! またなっ !!」「... あ、
今年も帰るの？」「ええ、まあ。今年は法事
があんですけど、ちょっと色々仕事も詰ま
ってまして、ゼロ泊 2 日の予定で」「元気
だねー。でもほらそういうのって AI でちゃ

っちゃかやってんじゃないの？」「だといい
んですけどねー、なかなかそうはいかんの
ですよ」「そうなの？」「確かにちゃっちゃ
か進むんです。進むんですけど、問題はど
っちに向かって進んでるのか、って事なん
です」「ん？どっちってどういうこと？」「AI
さん、色々と気を回してこちらの意図を汲
もうとはしてくれるんです。でもそれ、こ
ちらが願ってるものと一緒かどうかはわか
らないし、大抵はどう考えて何をしたかを
告げずにずんずん実装しやがるんです」「す
すむんならいいんじゃないの？」「いや、あ
いつらほら、大数の法則で動くじゃないで
すか。そうすると、手元のサンプルでそれ
っぽいのをテキトーに抜き出して構築する
わけですよ。ありがちなものをちょろっと
作る分には問題ないんですけど、特殊な状
況で正しい判断ができるかというと、そう
でもないわけです」「そうなの？」「あとで
すね、あいつらあれで結構悩むんすよ」「悩
む？どういうこと？」「思考過程をチャッ
トで返してくれるんですけど、よく見てる
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　長期間車を借りていて、でもずっと乗り回しているわけでもな
いから、なんらかの駐車場が必要なわけですが、とりあえず家の
近所のコインパーキングに停めています。ここは最近よくある 1
日定額タイプでなんの拘束具もないシステムで、砕石ばらまいた
地面に足場パイプが埋めてあるだけの駐車場なんですが、大変重
宝しております。基本的にはナンバープレートの数字を入れてチ
ケットを定額で購入し、見えるところにチケットを置いておけば
良いというシステム。拘束具が一切ないため、購入したチケット
が有効である限り、出入り自由という寸法です。普通の拘束具あ
りなコインパーキングの場合はお金を払わないと出られないわけ
ですが、こちらのシステムはお金を払わなくても停められて出入
り自由な代わりにチケットを買ってね、というユーザーを大変信

用したシステムになってます。チケット自体は感熱紙にプリント
されたもので、何年何月何日何時何分から、ナンバープレートな
んとか、という部分が大きく示され、人目で有効なチケットかど
うかがわかるようになってます。
　まあそれはいいんですけど、8 月じゃないですか。社内はもの
すごく高温になるわけです。そうすると、朝停めて新たに買った
チケットが、夕方ぐらいにはカスッカスに薄れててほとんど読め
なくなってたりするわけです。一応ネットワークカメラで駐車場
の状況は確認しているみたいですけど、何かの加減で見回りにき
た際、チケットが読めなくなって違法駐車扱いされたらどうしよ
う、とちょっとドキドキしてます。
　まあこの駐車場、一つ特長があって、駐車料金を説明する看板
の上の方に「アイドリングストップ！」ってでかでかと書かれて
いるんですが、その上に、「NO IDRING TURN ENGINE OFF」
って書いてあるんですよ。だれか IDLING だって教えて上げてほ
しい ...

「デジタル時給」「デジタル時給」
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と『ヒアドキュメントのエスケープに失敗
した。やり直す』とか『ssh がすぐ終わっ
て結果が見えない。やり方を変える』とか

『typo で暴走した』とか『値が返ってこな
い。再検討する』とかブツブツ言ってるん
ですよ。こう、なかなか一発でガツっとで
きてないんです」「... そうなの？」「そうな
んです。意外とカワイイんですよ」「... そう
なると、AIで本当に手間とか減るわけ？」「ん
ー難しい問題ですね。手でコードを書くの
に比べると格段に早いのは確かなんですけ
ど、そうやって出力されたコードの大部分
は見ないわけじゃないですか。その意味で、
とりあえず出来上がるのは早いんですけど、
それを確認するのにかなりの手間がかかる
感じです」「ふーん」「あとはやっぱり、な
んというか、素直すぎて困る部分が」「ほお？
例えば？」「元は 80 個のファイルをコピー
して 1000 個に増やして処理したものが
ちゃんと出来てるか確認しようとすること
を考えてください。どうやって調べます？」

「ん...全数検査しなきゃ行けないんでしょ？
そうしたら、1000 個のファイルを一つ一
つ、元のファイルと付け合わせて調べるか
なぁ ...」「そうですね、それは確実ですね。
でもどうでしょう、元のファイルと付け合
わせるのは壊れてないらしいというのが分
かってからでもいいじゃないですか」「んー、
まあそうだね」「ファイスサイズが違ってた
ら壊れてるのがわかるわけで、それ以上調
べなくてもいいじゃないですか。こういう
スクリーニングして処理を減らす、という
ようなことを思いつかないんです」「... まあ
でもほとんどが壊れてないなら、結局突合
するしかないんじゃないの？」「あるファイ
ルの元ファイルが何かわからないとしまし
ょう。そうしたら、1000 個のファイルに
ついて、それぞれ最悪 80 回比較しないと
いけないじゃないですか」「... まあそうなる
かな」「ファイルサイズが小さければいいん
ですけど、そこそこ大きいファイルだと大

変ですよね。最悪 80,000 回の比較が必要
じゃないですか」「そうだね。それにファイ
ルサイズがかかってくるんだもんね」「そう
です。さらに悪いことには、『違う』ことは
早めにわかるのに、『同じ』ことは最後のバ
イトまで読まないとわからないわけですよ」

「ああ ... ま、そうだね」「80 個の元ファイ
ル、すべて中身が違うとしたら、それぞれ
ハッシュを作ることを考えます。そうする
とハッシュを 1080 回作れば、どのファイ
ルがどの元ファイルに対応するかは一発で
わかります」「たしかにそうだね」「AI さん
は基本的に確実な手順を提案して実行する
んですけど、その結果負荷が高すぎてサー
バが落ちたり、時間内にやりきれなくて全
数検査をサンプル検査に落としてごまかし
たりと、なんていうか ... 新人レベルの間違
いをしまくるわけです」「そうなの？」「な
んで、お守りが必要なんですよ。まずやっ
てほしいことを明確かつ誤解されないよう
に伝えないといけないし、指定したことを
ちゃんとやってるかの確認が必要なんです。
想定の数倍時間かかってるようなら具体的
に何をしたのか聞かないといけません」「ん
ー ... 本当にお守りしてるみたいだね」「そ
うなんです。例えば手元に一覧を記録した
ファイルがあるのに、1000 個のファイル
についてリストを 1000 回 api で問い合わ
せようとしたりし
ます」「こわっ」「だ
からつぶやきを確
認して、待て待て
待てとかやらない
と目を離したスキ
に何をされるか分
かったもんじゃあ
りません」「ふーん」

「なんで、ちょっと
したことなら自分
でやったほうが早
いんですけど、改

良したり修正したりは AI に任せたほうが
早いですね」「それってあれかな、大量のつ
まらない作業とか、そういうやつ？」「そう
ですね、そういうのは嫌な顔をせず、黙々
とやってくれるのがありがたいです。まあ、
もっとも顔がないですが」「ああ。... 手塚先
生のブラック・ジャック、『U-18 は知って
いた』だね」「いちいち表情見せられてもた
まったもんじゃないですが。『へー？そーゆ
ーことするんだー』みたいなの嫌ですよ」「ま
あそうだね。そうすると AI はそんなに使
ってないのかな？」「いやむちゃくちゃ使っ
てますよ。同じ時間なら、手でやるより遥
かに多くのパターンを試してみることがで
きるので、その意味では便利に使ってます。
ただ、実行するのに時間がかかるので、そ
こが問題ですね」「ふーん。で、指示してか
らできるまで何やってるの」「何って ... 部
屋の掃除とか ... ご飯作ったりとか ...」「... そ
れって仕事してることになるの？なんか
... ちょっとやだなぁ」「ほら、監督の仕事っ
て待つことですから」「でも ... AI に時給払
うべきなんじゃ ...」「払ってまんがな」

Hiroyasu Sakaguchi
フリー IT エンジニア

 


